
 

 

いつも身近な存在でありたいと思っています 
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 2月20日 感謝の集い 

 皆さまこんにちは。社長の近藤です。 

 2月20日に第18回感謝の集いを開催致しました。昨年

同様、経営方針説明会・講演会・懇親パーティという３部

構成で行いました。 

 社長に就任してから初めての開催ということもあり、と

ても感慨深い一日となりました。この場を借りて改めてお

礼を申し上げます。 

 ご来賓の方々を代表してご挨拶いただいた香山誠様（ア

リババ株式会社 代表取締役社長）、清水信夫様（株式会社

ユーパーツ 代表取締役会長）、細野昭雄様（株式会社ア

イ・オー・データ機器 代表取締役社長）をはじめ、多く

のお客様に足を運んでいただきました。皆様とお会いする

中で改めて皆様に支えられていることを実感致しました。 

 経営方針説明会では、発表の方法を今年から変更しまし

た。昨年までは現場に近い管理者が発表していましたが、

今年は役員が発表を行いました。人数も昨年までは10名

前後で行っていましたが、今年は5名で行いました。 

 今後会社を発展させていくためには、自立した「個」と

共に、「結束力」の必要性を強く感じています。今までは

弊社会長の太い１本の柱で会宝産業を築き上げてきました

が、これからは役員が結束して、複数の柱で会社を支えて

いきたいという想いがあります。今回の発表がそのきっか

けになればと思っております。 

 講演会では、4年連続で経営コンサルタントであり作家

でもある神田昌典先生にご講話をいただきました。私もと

ても楽しみにしていましたが、未来を見据えた刺激的な話

で、たくさんの刺激と多くの学びをいただきました。 

 量子コンピューターの話からはじまり、私たちが想像し

ている以上のスピードで、世の中は変化していることをご

説明いただきました。世の中を見渡せばどこにでも可能性

がいっぱいあることが分かり、ワクワクするような気持ち

が湧いてきました。 

 また「コネクティング・インテリジェンス」というズレ

のない状態の大切さも教えていただきました。「本音と建

前、内と外が変わってはいけない。情報化社会では、すぐ

に素顔がバレてしまうので、表と裏があるものは信用され

ない」ということでした。 

 講演最後に今年のキーワードは・・「結束力」。 

「私も同じように思っています」と叫びたくなるような気

持ちになりました。 



 

 

 

 今月は 楊 志毅さん（生産部）からコメントをいただきました！ 

 ～私から見た会宝産業の良いところ～ 

 私は会宝産業に入社して以来、６年目を迎えました。振り返ってみると充

実した５年間だなと感じています。そしてたくさん勉強させていただき、成

長をさせていただいております。 

 私が感じている会社の良いところを紹介します。（詳しくは右下の欄をご覧ください） 

 私は会長の言うことが大好きです。現在とくに好きなのは「ピンチはチャンスだ、ありがとう」という言

葉です。本当にこの上ないよい表現だと思います。この

厳しい状況だからこそ、本物の真価が問われます。  

 会宝産業の良いところがこれらだけではなく、本当に

数え切れないほどまだまだあります。文字数と時間の制

限があり、とにかくここまでです。 

 こんなに良いことが多くある会社で働いている私はと

ても幸せです。楽

しいです。このよ

うな良いことをど

んどん広げていけ

るように、今を大

切にして、仕事を

していきます。 

皆様こんにちは。２月は、寒暖の差が大きく、体調管理にも栽培管理にも気を

使った月でした。晴れた日は日差しが強く、外は寒くても、ハウス内は40度近くに

なりますし、夜は氷点下まで下がることもあるといった具合です。 

弊社では、使用済自動車から出てくる廃油を原料として、ハウスの暖房をしてい

ます。今までは、培地加温といって、土の中に温水パイプを通して、地面を暖める

方式をとっていました。しかし、氷点下まで気温が下がると、トマトが凍ってしま

うこともあり、冬場の生産が安定しませんでした。そこで、今年は、ちょうど設備

の更新時期でもありましたので、ハウス内の気温を上げる廃油温風器を導入するこ

とにしました。これで、冬場も安定して、収穫量を増やすことができます。今は、

定植準備を行っています。種蒔きも何度かに分けて行い、かわいい双葉が出そろい

寒さにも負けず元気よく育っています。３月初旬に定植が出来る予定です。昨年よ

り美味しく、綺麗なトマトを沢山皆様にお届けできるように、一つ一つの作業を丁

寧に愛情を込めて進めていきます。（担当：畠中） 

                 農業の取り組み  ～ 農業事業部より ～ 

1、社員を大切にする 

 （みんながファミリーです） 

2、チームワークがよい 

 （同じ目標に向かって一丸となり、やりきる） 

3、風土がよい 

 （感謝しあう・協力し合う・手伝いあう） 

4、勉強の機会が多く、社員がそれぞれ成長できる 

5、ビジョンがある 

6、業界のパイオニアであり、将来性がある 

7、良い上司・先輩・同僚に恵まれて、楽しい職場 

8、利他の精神が徹底されている  

9、感動を与える行動を通じお客様を大切にする 

10、会長の考え方 

● 今月の出番 ●                      

生産部 

  楊 志毅 さん                     



 

 

       今月のパチリ☆ 

「元気ライスプロジェクト(写真１枚で参加できるボランティア活動)」 
「写真を送る」という行動を、起こしていただいた皆様に感謝です。 

今後も出来ることから、進めていきますのでよろしくお願いします。 
  

 ●進捗報告 

 2016年2月29日現在  9,231 SMILE(2,094日経過) 

 こんにちは！ 

 ２月２０日に第１８回感謝の集いを開催しました。当日は経営方針説明会に１７８名、講演会に１９４

名、懇親パーティーには３３６名（社員も含む）もの方々にご出席いただきました。 

この感謝の集いは日頃お世話になっているお客様

に感謝をお伝えし、楽しんでいただくことが目的

です。ご出席いただいた全ての方と“楽しい”“幸

せ”という気持ちを共有できるように、社員一人

一人がおもてなしの心でお迎えしました。北海道

や鹿児島、そして海外からもお客様が駆けつけて

くださったことを思うと、ただただありがたく、

そして無事に終えられたこと、お客様の笑顔に出

会えたことを嬉しく思う１日でした。写真は受付

担当社員の様子です。（担当：松本）                                              

                               ～ From World ～   社員海外レポート  

こちらをクリックして下さい！ 

 こんにちは、Kaiho Middle East（KME）の柳澤です。 

  今回はKMEが主に取引するシャルジャの中古自動車部品市場についてご説明します。 

シャルジャにはインダストリアルエリアと呼ばれる中古自動車部品を扱う会社が集まり、商売を行う工業地

域があり、4,000社を超える会社が商売を行っていると言われています。毎日、数百本の中古自動車部品が

入っているコンテナが、日本はもちろんの事、北米、マレーシア、オセアニアなどから輸入されています。

そして、ここシャルジャを経由して中近東、アフリカ、パキスタン、アフガニスタン等へ再輸出されます。

その商品の幅、量からインダストリアルエリアは中古自動車部品において世界最大規模の市場とも言われて

います。その広さを地図で確認しただけでも、縦6km,横6kmと広大です。この広大な土地一帯すべてが中

古自動車関連の商売を行っています。土地が広大なため、区画ごとに番号を1-12番まで付けられ、区別さ

れています。区画ごとに役割があり、1番日本、オーストラリアのコンテナ半々、２番スクラップ中心、３

番日本のコンテナ中心、重機中心など、場所によって様々な特性がありま

す。日本のコンテナを主に取り扱うのは3,6番の区画になります。このエリ

アには日本語の文字が入った車、トラック、重機などがあふれており、不

思議な気持ちになると同時に、中古自動車部品ビジネスの魅力も感じま

す。この業界に携わっている日本人としては、一度は見てみたい光景では

ないでしょうか。 

  From  

        UAE    

http://www.kaiho.co.jp/jp/sp/project/smile28.html


 

 

   

〒920-0209 金沢市東蚊爪町1-23-3 

 会宝産業株式会社 

ホームページもご覧ください。 

http://kaihosangyo.jp/ 

ご意見ご要望はこちらまで 

soumu@kaiho.co.jp （担当：宮村） 

〒920-0209 金沢市東蚊爪町1-23-3 

車輌課 （車輌引取り・査定） 

TEL  076-237-5347（直通電話ができました！） 

FAX  076-237-1950 

Email : sales@kaiho.co.jp 

部品課 （部品注文/担当：大森・鹿野・角島） 

TEL  076-237-5138 

FAX  076-237-6090 

Email : kokunai@kaiho.co.jp 

  相場情報 ～生産部より～ 

 今さらですが・・・、会宝産業は自動車リサイクル業を生業としています。その根底には「もったいな

い」という精神があります。不要だと思われる廃車からは、まだまだ使えるエンジンやパーツがあり、そ

れ以外にも鉄などの素材として再利用できるものもあれば、プラチナなどの希少金属も存在します。 

 社員の自宅で不要になった新聞紙や段ボールは、商品を発送する際の緩衝材などに活用しています。 

 また飲み終わったペットボトルはキャップと容器を分けて、「エコキャップ運動」に参加しています。回

収したキャップの累計は既に25,000個を超えています。捨てて

しまえばCO2を発生させてしまうキャップですが、この運動に

参加して集めれば再生プラスチック原料として換金され、医療

支援やワクチン支援などへ寄付することができます。 

 また飲み終わった紙コップは分別回収することで、トイレッ

トペーパーとして形を変えて戻ってきます。そんな身近なリサ

イクルについてもHP上で発信していますので、ぜひ下記リンク

ページもご覧ください。（担当：佐藤） 

http://kaihosangyo.jp/archive/?cat=12 

 今月のトピックス     ～ 身近なリサイクル ～ 

 2月実績 

 入庫台数 916台                      

 処理台数 700台     

 こんにちは。会宝産業の山口です。暦の上では、雨水を過ぎましたが、北陸ではまだまだ雪模様が続いて

います。 

 2月の鉄相場は、小幅ながら上昇傾向に転じたところが多かったのではないでしょうか。輸出向けの鉄ス

クラップ量が上昇し、国内での在庫の余剰感が薄れた為に電炉側が調達に向けて価格を上げたと言われてい

ます。関東地区では炉前価格が約5ヶ月ぶりに1万6000円まで回復しました。 

 しかし、丸棒(※)などの製品需要は依然として低く、東京製鐵もスクラップ鉄の購入金額は上げたもの

の、鋼材販売価格は引き下げるという動きになっています。 

 現在は、韓国やベトナム向けのスクラップ鉄の輸出量を保ってはいるものの、中国の過剰生産などによる

需給のアンバランスは解消されていないとの見方が強いようです。 

 国内では建築需要が出始めてはいますが、相場を押し上げるまでには至らず、3月もスクラップ相場は同

水準もしくは500円/㌧程の値下がりが有ると考えています。相場が上がっている時には、あまり気になら

ない海外の小さな動きや為替などにも注意深く意識を向けていく必要がありますね。 

  ※丸棒とは、材料のうち、中身が中空ではなく、断面が円形で中身も同じ材質の金属や樹脂の棒のことを指します。      


